
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●「年収の壁」の対策、3年間 1 人最大 50 万円の助成 

厚生労働省が「年収の壁、支援強化パッケージ」を公表しました。これは、被用者保険の 106

万円の壁や、被扶養者認定 130 万円の壁への対策です。具体的な対策として、社会保険料適用

時の手当支給や賃上げ、労働時間の延長などが行われる「社会保険適用時処遇改善コ－ス」や、

被用者保険適用に伴う手当支給についての措置が設けられます。また、被扶養者認定ついても、

事業主の証明によって引き続き認定されることが可能となりました。更に、配偶者手当見直し

も推奨されています。従業員 101 人以上の企業での「106 万円の壁」対策として、保険料を肩代

わりする企業に対し、従業員一人当たり最大 50 万円の補助金を支給します。令和 7年度までの

時限措置で対象人数に上限は設けません（2023 年 10 月から導入）。 

 

●詳細は以下の URL をご覧ください（厚生労働省ＨＰ） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_35882.html 

 

● 「年収の壁」の対策、支援強化 

● 適格請求書（インボイス制度）導入 

● 労働条件明示のルールが改正 

＜2023.10 月号＞ 株式会社フォーラムジャパン 

東京都千代田区神田小川町 3-20 第 2 龍名館ビル 6F 



● 適格請求書（インボイス制度）導入（国税局） 

インボイス制度は、売り手が買い手に対して、正確な 「適用税率」や 「消費税額」及び「*登録

番号」を伝えるための「区分記載請求書」であり、売り手と買い手の間で交付と保存が必要とさ

れています。買い手はインボイスの保存や特定の事項記載により仕入れ税額控除を受けることも

できます（2023 年 10 月 1 日から適用）。 

*税務署より適格請求書に必要な登録番号を取得した事業者のみが発行できます。 

 
*出所 東京商工会議所ＨＰ 

●詳細は以下の URL をご覧ください（国税局ＨＰ） 

https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/zeimokubetsu/shohi/keigenzeiritsu/invoi

ce_about.htm 

https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/zeimokubetsu/shohi/keigenzeiritsu/pdf/0

020006-027.pdf 

 



● 労働条件明示のルール改正（厚生労働省） 

厚生労働省は、10 月 12 日、労働基準局長通達（基発 1012 第２号）を全国の労働局に発出

し、この中で来春からのモデル労働条件通知書等を示しました。 

2024 年 4 月からは労働条件のルールが改正されます。現在は、労働条件に関するいくつか

の項目を書面で労働者に明示する必要があります。それに加え、改正後は新たな項目が追加

されます。改正後の明示項目は以下の通りです。 

① 就業場所と担当業務の変更範囲の明示 

② 有期契約の更新上限の明示。具体的な期間や回数が必要です。 

③ 有期契約労働者から無期転換を希望する権利が生じた場合、次の更新のタイミングで無

期転換が申し込む旨を明示する必要があります。 

④ 無期転換後の労働条件の明示。労働条件が変更となる場合は、別途書面で提示が必要です。 

 

 

●詳細は以下の URL をご覧ください（厚生労働省ＨＰ） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_32105.html 

https://www.mhlw.go.jp/content/001114167.pdf 

 


